「学習指導案（導入・展開・まとめ）」
授業名：植物防疫学Ⅰ　　　　　　対象学年：　１年生30名　　　担当教員：　町田希実　　　

	本時のねらい
病害虫の見分けと診断方法について理解する



本時の展開
	
	時間
	学習活動
	留意事項

	導入
	10分
	1. 前回の学習事項の振り返り
（１）農家実習や圃場実習の「病害虫のスケッチ」をシェア（５分）





（２）教員からの問いかけ
「スケッチした内容は本当に病害虫による被害だったのか、他の可能性（生理障害・食害等）はないか」

2. 本時のねらいの提示
「病害虫の見分けと診断方法を理解する」
	・前回授業：病害虫の種類と特徴
・本時で病害虫について学ぶ意識を促す
・同じ専攻でグループを組む（果樹は人数が多いので２班に分ける）
・話し手は一人１分、教員の合図で次へ

・正しい診断を行う難しさを意識させる



・診断の落とし穴を知ることで早期の原因追及を行えるようになる
・これが、農家にとって重要であることを伝える

	展開①
	30分
	３．前回の振り返り
「病害虫の種類には何があったか」教員が問いかける

４．講義＜基礎編＞
病害虫の診断方法の＜基礎編＞について説明する

（１）病害虫の診断の３ステップについて
（２）菌類病について
（３）細菌病について
（４）ウイルス病について
	・前回のプリントを確認して答えても良い
・手の挙がった学生を当てる


・今後圃場実習で経験を積み、診断と防除対策までできる農家になる必要があることを意識させる
・各特徴（投影スライド赤字部分）について強調して説明する


	展開②
	10分
	５．クイズ
＜基礎編＞で学んだ知識を用いて三択クイズを解く。
症例写真は何による被害なのかを理由も含め隣ペアと考える（５分）

Q1）りんごの症例
Q2）トマトの症例
Q3）キャベツの症例
	・答えは、＜基礎編＞で学んだものからたどり着けるようにする
・資料、教科書等を見ながら考えてもよしとする
・５分経過後、三択のうちどれが正解だと思うか問い、なぜそう考えたのか発言を促す
・学生発表後に、教員から写真のどこに注目すべきかを伝える
・見た目だけでは判別が難しいケースもあり、経験・勘所の必要性も伝える
◆判断に迷っている学生には、病斑の境界線や、葉裏の様子など「見るべきポイント」を示唆する
◆単なる正解探しではなく、「なぜそう判断したか」という診断の根拠を言語化させる

	展開③
	15分
	６．講義＜応用編＞
（１）病害虫の診断方法の＜応用編＞について説明する
（２）現場での診断方法について説明する
	・原因究明には細かな診断が必要なことを意識させる
・特に「地域で発生している病害虫の聞き取り」が重要と伝える
・近隣農家や普及員とのコミュニケーションが、病害虫の防除に役立つことに気づかせる

	展開④
	10分
	７．診断アプリの使い方説明

	・次回圃場実習で、診断アプリがスムースに使用できるよう、本時内でアプリを開き、使用法を説明する
・クイズの症例写真をアプリで読み込んでみる
・デジタルツールの有用性と、最終的に人間が判断する際の注意点（ダブルチェック）を伝える
・日常の圃場管理の中での使用を勧める

	まとめ
	15分
	８. 本時のまとめ
振り返りシートへの記入

９．本時を振り返りと次回への接続
次回：病害虫に対する有効な農薬について

	・診断には知識だけでなく、経験・勘所も必要
・圃場に出た際は常に「何が原因か」を考えるクセを持つ重要性を伝える
・正しい診断が行えて初めて、正しい防除に繋がる。今日の学びを理解しておくことが次回の学びへ繋がる



評価方法
：症例診断のペアワークの際に、なぜそう診断したのか理由まで発言できている。
：振り返りシートに、記入テーマのいずれかが記入されている。
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